
Harvest Winter Session 2023分科会について 

 

１コマ 50分 702（24席） 703（24席） 704（24席） 705（30席） 

14：30～15：20 ① ④ ⑦ ⑩ 

15：30～16：20 ② ⑤ ⑧ ⑪ 

16：30～17：20 ③ ⑥ ⑨ ⑫ 

 

分科会詳細 

①  

【Canvaで作るワクワク教材】 

江藤由布（真宗大谷学園 大谷中学高等学校、（社）オーガニックラーニング代表理事） 

デザインアプリの Canva は１０億点以上の素材やテンプレート、AI の機能を備えるもはや万能ア

プリ。最近では教育版にも力を入れていて、小中高の先生は申請に通ると無料で有料版の機能を

使用できるようになります。デザインのコツや、実践紹介、さらに時短のための機能を日本で最初の

Canvasssdor、唯一の Canva教育クリエーターがお届けします。 

 

② 

【ClassPad.net（ICT学習アプリ）の導入から活用まで】 

東郷秀朋（京都女子中学校・高等学校） 

本セミナーでは「ClassPad.net（ICT学習アプリ） 」について、次の２つの点についてお話いたし

ます。１つ目は、「導入に至るまでの経緯」に関して、本校の ICT 環境（ハード面及びソフト面）にも

触れながら詳説致します。２つ目は、「英語の授業での実践例」について、「冠詞の授業」と「エッセ

イライティング」での活用を実際の生徒の画面を用いてご紹介いたします。 

 

③ 

【ルネサンス大阪とQQEnglishで実現する、個と向き合う英語教育とは】 

渡辺健太（株式会社QQEnglish） 久保健都（ルネサンス大阪高等学校） 

通信制高校のルネサンス大阪は、2022年からQQEnglishと英語教育を実施しています。業者任

せにするオンライン英会話でなく、生徒各々の学習と向き合い、オンラインと教員が相互に保管して

授業しています。夏休みにセブ島に自主的に留学する生徒もでました。生徒の個性と、学力の個別

化にとことん向き合うルネサンス大阪と、どんな学力でも楽しめるオンライン英会話と留学の

QQEnglishの共同研究を発表します 

 

④ 

【論理・表現Ⅰにおけるディベート活動の在り方】 坂井峻也（神戸市立葺合高等学校） 

英語授業におけるディベートの目的は何であろうか。本実践研究では、その目的を「多面的に考え

ることの大切さを学ぶため」とした。テーマとして設定した「ボランティア活動」に対する考え方が、５

時間の授業に渡る一連の指導前後でどう変容するのかを分析・考察した。生徒の振り返りシートや

アンケート、実際の授業映像を示した上で、生徒の人間的成長を主目的としたディベート活動につ

いて探る。 

 



  

⑤ 

【"Englishes" Make a Difference】 土岐泉（Japan & Beyond） 

1. What's New 

Clubhouse, with over one million members, enables audio-based conversations 

with people from around the world. I created a room named "Japan & Beyond," 

hosting daily sessions discussing World News, except on Saturdays. It's like a 

small world, with guests from more than 20 countries. We've come to understand 

how diverse their views on each piece of news are by conversing in the various 

forms of English spoken by Indians, Americans, Arabs, Japanese, and more. 

2. My presentation will share its takeaways, focusing on the following keywords: 

Behind the News, Low & High Context, "Englishes," Agree to Disagree, On the 

Same Page, and others. 

 

⑥ 

【「概念型カリキュラム」の理論と実践】 

溝畑保之（桃山学院教育大学・大阪公立大学） 岩田慶子（神戸市立星陵台中学校） 

中学校 2 年生の英語の検定教科書にある単元「修学旅行のプランを提案しよう」を用いて、「概念

型カリキュラム」を実践します。そのために、具体と抽象を行き来するプロセスを通して、思考を促す

問いかけをします。魅力的なプレゼン成功に必須の項目を、生徒たちが ICTを活用して効果的に提

示します。参加者のみなさんは、PC かタブレットをご持参ください。ギャラリー・ウォークの手法で、

プレゼンし合いましょう！ 

 

⑦ 

【「認知能力」と「非認知能力」を一体的に育む学校づくり】 

坂上渉・尾崎友・金子かおり（亀岡市立亀岡川東学園・舞鶴市立和田中学校） 

「認知能力」と「非認知能力」を一体的に育む学校づくりの意義について、２校の実践を元に協議し

ます。  実践１では、IRT テストを活用した授業改善や校内研修、児童生徒の自ら学ぶ姿勢を育て

る課題設定・単元構想（英語・数学）について、  実践２では、子どもたちの主体性を引き出す総合

的な学習の時間の事例をお伝えします。子どもを「主体的な学び手」にする学校には何が必要か。

そのためにどんなことができるのか。 一緒に学び合いませんか。 

 

⑧ 

【What is Social-Emotional Learning?】 竹本ちさき（Canadian Academy） 

If you are looking for ideas to help your students thrive in and out of the 

classroom, this session is for you. Social-Emotional Learning (SEL) helps 

students practice social skills, including self-management and relationship-

building, and in doing so, also helps develop their academic skills. In this 

session, we will take a look at some SEL resources and tools used at 

international schools around the world, and think about how we can use them in 

the classrooms in Japan. 

 



⑨ 

【「リフレクションって結局なんだろう？」を探究する】 

大窪武志（高槻市立桜台小学校） 芹澤和彦（大阪高等学校） 

本ワークショップでは「リフレクション」を皆様と探究します。問題提起のあと、1 つの手法としてグラ

フィックレコーディング(以下：グラレコ)を小学校の現場で活用されている大窪武志氏よりプチワー

クショップがあります。後半はグラレコチャレンジ！北大阪支部の芹澤が自己調整学習・評価との関

連、OECD Learning Compass の枠組み内でのリフレクションの役割についてアツく語りますの

で、グラレコ作成してみましょう。お待ちしています！ 

 

⑩ 

【VTS（Visual Thinking Strategy）や対話による美術作品の鑑賞を通した学び】 

 小林大志（大阪府教育庁市町村教育室小中学校課） 

VTS（Visual Thinking Strategy）とは、アートを通じて鑑賞者・学習者の「観察力」「批判的思

考力」「コミュニケーション力」を育成する教育カリキュラムのことです。美術史の知識だけに偏ら

ず、鑑賞者同士のコミュニケーションを通して、美術作品を読み解いていくことで、様々な力を身に

つけられます。美術科で取り組む美術作品の鑑賞が、実は英語科でも子どもたちの資質・能力の向

上につなげられるのではないか、というご提案です。 

 

⑪ 

【学校の作り方 2 〜保護者の情熱で学校が立ち上がる！？】 小佐田裕美（うつほの杜学園） 

一般社団法人うつほの杜学園（仮称）設立準備会（和歌山市）は 2025年 4月を開校目標に、探

究型グローカル小・中学校の設立を目指す団体です。 「熊野古道を世界とつながる学びの聖地

へ」を掲げ、世界、地域社会、自然界に開かれた新しい学校を目指しています。 学校関係者でも、

起業家でもない、母ふたりの「わが子を通わせる理想の学校を創りたい！」そんな想いで、ゼロから

スタートした学校づくりについて、どんな学校なのか、お伝えします。 

 

⑫ 

【アインの見た、碧い空。ーベトナム技能実習生問題について語り合おう】 

近藤秀将（行政書士/ベトナム国立フエ科学大学特任教授） 

「日本の優れた技能等をアジアの途上国へ移転」ーー国際貢献事業である外国人技能実習制度。

だが、同制度は、「奴隷労働」等の搾取制度として国内外から批判されています。これらの批判は、

本当に正しいのか？ 批判に晒されている技能実習生を雇用する日本企業が「搾取者」なのか？ 

この問いのこたえは、我々日本人自身の「内側」にあります。小説を通じて、外国人技能実習制度の

真実ーー「真の搾取者」を著者自ら明らかにします。 

 

 


